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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月6日(2013.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（２Ｒ）－２－［［（４－クロロフェニル）スルホニル］［［２－フルオロ－４－(１
，２，４－オキサジアゾール－３－イル）フェニル］メチル］アミノ］－５，５，５－ト
リフルオロペンタンアミドおよびＰＶＰ－ＶＡを含むアモルファス固形分散組成物。
【請求項２】
　約１０－５０ｗ／ｖ％の（２Ｒ）－２－［［（４－クロロフェニル）スルホニル］［［
２－フルオロ－４－(１，２，４－オキサジアゾール－３－イル）フェニル］メチル］ア
ミノ］－５，５，５－トリフルオロペンタンアミド、および約９０－５０ｗ／ｖ％のＰＶ
Ｐ－ＶＡを含む請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　約２０－４０ｗ／ｖ％の（２Ｒ）－２－［［（４－クロロフェニル）スルホニル］［［
２－フルオロ－４－(１，２，４－オキサジアゾール－３－イル）フェニル］メチル］ア
ミノ］－５，５，５－トリフルオロペンタンアミド、および約８０－６０ｗ／ｖ％のＰＶ
Ｐ－ＶＡを含む請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　約２５ｗ／ｖ％の（２Ｒ）－２－［［（４－クロロフェニル）スルホニル］［［２－フ
ルオロ－４－(１，２，４－オキサジアゾール－３－イル）フェニル］メチル］アミノ］
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－５，５，５－トリフルオロペンタンアミド、および約７５％のＰＶＰ－ＶＡを含む請求
項３に記載の組成物。
【請求項５】
　少なくとも約３ヶ月間物理化学的に安定な組成物である、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　少なくとも約６ヶ月間物理化学的に安定な組成物である、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　ホットメルト押出成形または噴霧乾燥により製造される組成物である、請求項１に記載
の組成物。
【請求項８】
　錠剤化された組成物である、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　経口投与可能な組成物である、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　経口投与可能な組成物である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　（２Ｒ）－２－［［（４－クロロフェニル）スルホニル］［［２－フルオロ－４－(１
，２，４－オキサジアゾール－３－イル）フェニル］メチル］アミノ］－５，５，５－ト
リフルオロペンタンアミドおよびＨＰＭＣ－ＡＳを含むアモルファス固形分散組成物。
【請求項１２】
　約１０－５０のｗ／ｖ％（２Ｒ）－２－［［（４－クロロフェニル）スルホニル］［［
２－フルオロ－４－(１，２，４－オキサジアゾール－３－イル）フェニル］メチル］ア
ミノ］－５，５，５－トリフルオロペンタンアミド、および約９０－５０ｗ／ｖ％のＨＰ
ＭＣ－ＡＳを含む請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　約２０－４０ｗ／ｖ％の（２Ｒ）－２－［［（４－クロロフェニル）スルホニル］［［
２－フルオロ－４－(１，２，４－オキサジアゾール－３－イル）フェニル］メチル］ア
ミノ］－５，５，５－トリフルオロペンタンアミド、および約８０－６０ｗ／ｖ％のＨＰ
ＭＣ－ＡＳを含む請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　約２５ｗ／ｖ％の（２Ｒ）－２－［［（４－クロロフェニル）スルホニル］［［２－フ
ルオロ－４－(１，２，４－オキサジアゾール－３－イル）フェニル］メチル］アミノ］
－５，５，５－トリフルオロペンタンアミド、および約７５％のＨＰＭＣ－ＡＳを含む請
求項１３の組成物。
【請求項１５】
　少なくとも約３ヶ月間物理化学的に安定である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１６】
　少なくとも約６ヶ月間物理化学的に安定である、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　噴霧乾燥により製造された組成物である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１８】
　打錠された組成物である、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
　経口投与可能な組成物である、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　経口投与可能な組成物である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項２１】
　（２Ｒ）－２－［［（４－クロロフェニル）スルホニル］［［２－フルオロ－４－(１
，２，４－オキサジアゾール－３－イル）フェニル］メチル］アミノ］－５，５，５－ト
リフルオロペンタンアミド、ならびにＰＶＰ－ＶＡおよびＨＰＭＣ－ＡＳからなる群から
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選択される１つの成分を含む医薬錠剤。
【請求項２２】
　（２Ｒ）－２－［［（４－クロロフェニル）スルホニル］［［２－フルオロ－４－(１
，２，４－オキサジアゾール－３－イル）フェニル］メチル］アミノ］－５，５，５－ト
リフルオロペンタンアミドをＰＶＰ－ＶＡと共にホットメルト押出成形することを特徴と
する、アモルファス固形分散組成物の製造方法。
【請求項２３】
　（２Ｒ）－２－［［（４－クロロフェニル）スルホニル］［［２－フルオロ－４－(１
，２，４－オキサジアゾール－３－イル）フェニル］メチル］アミノ］－５，５，５－ト
リフルオロペンタンアミドをＨＰＭＣ－ＡＳと共に噴霧乾燥することを特徴とする、アモ
ルファス固形分散組成物の製造方法。
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